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　私達が毎日食べているごはん、御飯は日本の食卓になくてはならない主食です。
　田んぼの先生から、米作りを学んでいるのは、豊岡小学校の4年生と5年生の子ども達。
　「稲刈りって、どうやるんだろう。」子ども達は、ドキドキ・ワクワクしながら、真剣にお話しを
聞き、田んぼの仕事にチャレンジしました。　　　　　（昨年の秋、豊岡地域の田んぼにて）

～子ども達と田んぼの守り人～

山武市社会福祉協議会 KIZUNA
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チャリティゴルフコンペの開催
　昨年10月26日（木）ラフォーレ＆松尾ゴルフ倶楽部を会
場に第12回山武市社会福祉協議会チャリティゴルフコン
ペを開催しました。
当日は晴天に恵まれ、絶好のゴルフ日和となり、チャリ
ティホールでは多くの皆様にご寄付をいただきました。
来年も開催いたしますので市民の皆さんのご参加をお待
ちしております。

●大会結果（敬称略）　参加者80名
　総合優勝　第１位　槍木 勝典　　
　　　　　　第２位　越川 花英　　
　　　　　　第３位　鈴木 和彦
　女性の部　優　勝　越川 花英

●協賛企業（順不同、敬称略）
　梅一輪酒造株式会社　
　大髙醤油株式会社　
　守屋酒造株式会社　
　花の友株式会社　
　合資会社寒菊銘醸　
　株式会社八起産業
　二木ゴルフ東金店　
　ラフォーレ＆
　　松尾ゴルフ倶楽部

第5回チャリティ
　グラウンドゴルフ大会
　昨年11月10日（金）成東総合運動公園にて
チャリティグラウンドゴルフ大会を開催しまし
た。大会の目的である健康・親睦・社会奉仕
にご賛同いただいた179名の皆さんにご参加
いただきました。
最高齢95歳のプレーヤーも元気に32ホール
のラウンドを回り楽しい１日となりました。

●大会結果（敬称略）
　優　勝　鈴木 　孝（成東）
　第２位　立石 淑子（山武）
　第３位　石橋 　浩（成東）

　
　
　
　
　
　
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

会
長　

小
川　

浩

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

超
高
齢
化
の
進
む
な
か
で
、
社
会
福
祉
に
携
わ
る
私
達
の

果
た
す
役
目
は
、
大
変
重
要
で
あ
り
、
そ
し
て
高
齢
者
の

方
々
や
お
一
人
暮
ら
し
の
方
、
身
障
者
の
方
の
心
の
支
え

と
し
て
、
頼
り
に
な
り
思
い
や
り
の
あ
る
、
日
ご
ろ
の

活
動
が
望
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

福
祉
関
係
の
種
々
の
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て

楽
し
く
安
心
し
て
元
気
な
毎
日
の
生
活
を
送
ら
れ
ま
す
よ
う

社
会
福
祉
協
議
会
と
し
て
、
各
地
区
の
福
祉
推
進
員
の
協
力

の
も
と
一
層
努
力
を
い
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
一
年
が
み
な
さ
ま
に
と
っ
て
希
望
の
あ
る
年
と
な
る

よ
う
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



秋
晴
れ
の
「
ふ
る
さ
と
山
武
市
」
に
集
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　

４
０
０
０
人
の
健
康
と
福

〜
第
10
回
山
武
市
健
康
福
祉
ま
つ
り
〜
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　昨年10月15日（日）「さんぶの森交流センターあららぎ館」において、「第12回山武市健
康福祉まつり」が開催されました。
　今回も多くの一般市民によるスタッフボランティアの参加、福祉関係団体の方々、地
区社会福祉協議会福祉推進員の方々のご協力により、実行委員会方式で総務班、ステー
ジ運営班、会場運営班の３班にわかれて準備をすすめ、手作りで行われたイベントです。
　当日は、雨模様の寒い日でしたが、来場者は約3,000人を超える盛況さでした。
　今回のステージは組立てに専門性も必要な大きなもので、前日にスタッフが力を合わ
せ、ステージ建設、看板設置、手作りによる装飾で飾られて、出演者にとっては晴れの
舞台となったことと思います。毎年参加される、楽器演奏、子どもたちのダンス、音楽
に合わせて踊る健康体操、心落ち着く歌声、日本舞踊からフラダンス、そして今回初め
て、社会福祉協議会職員により、提供しているサービスをわかりやすく寸劇にして演じ、
観客席の方々も笑いあり、感動ありのステージにひと時を過ごし、会場は、笑顔でいっ
ぱいでした。
　企画ブースは雨のため参加できなくなったところもありましたが、ボランティアグル
ープ、地域の団体、当事者団体などによる活動紹介や季節の農産物販売、米のすくい取
りなどユニークな企画、衣類にアクセサリー、手作り手芸品などの販売、焼き芋やラー
メンの匂いに食欲をそそられ、温かい食事を堪能された方も多かったと思います。
　当日は、山武市キャラクターの SUN ムシく
ん、ムーちゃんも開会式に参加、ボーイスカウ
トの方々による「赤い羽根共同募金」活動も行わ
れてたくさんのご協力をいただきました。
　昼休みには誰でも参加できる輪投げ、ポケッ
トボールで賞品をゲットしたり、一日を満喫し
ていただけたと思います。

福祉車両及び貸出物品購入積立金
今回積立金　93,500円（総積立金872,500円 )
内訳：企画ブース出展料80区画及びステージ参加料27団体

その他、まつり当日の売上金の一部を寄付金としていただいております。
ご協力ありがとうございました。

地域から始めよう健康と福祉のまちづくり
～第 12回山武市健康福祉まつり～



参加者募集みんなの介護スクール

ヘルパー募集

在宅介護をしている中で、「食物が気管に入ってしまった、急な発熱、熱中症など」
思いがけないアクシデントはありませんか。
今回は、そんな時の応急処置の仕方についての講習会です。

開 催 日　　２月17日 （土）
時　　間　　午前10時 ～ 12時
場　　所　　成東老人福祉センター　（山武市白幡１６２７）
内　　容　　在宅介護～もしもの時の応急処置の仕方～
講　　師　　居宅介護支援事業所メリア
　　　　　　介護支援専門員・看護師　吉村由紀子氏
参 加 費　　無　　料　　　
申込締切　　２月９日（金）

参加申込・問合せ先
山武市社会福祉協議会山武連絡所　TEL 0475-89-2111（電話でお申し込みください）

＊	送迎が必要な方は、ご相談ください	＊

勤 務 地 ： 山武市埴谷１８６８－１４（山武福祉センター内）
勤務時間 ： 月曜日～日曜日

午前８時３０分 ～ 午後５時１５分（必要に応じて延長有）
活動内容 ： 高齢者及び障害者等の訪問介護業務
給　　与 ： 基本時給　　家事援助　１，１５２円～　　　身体介護　１，６３２円～
採用条件 ： 介護福祉士 ・ 実務者研修修了者 ・介護職員初任者研修課程修了者 ・
　　　　　ヘルパー２級のいずれか・要普通免許証

＊	詳細はお電話でお問合せください	＊

　　成東老人福祉センター　（山武市白幡１６２７）
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常勤
ヘルパー

登録
ヘルパー

サービス提供責任者
を募集しています。

子育て中の方、自宅で介護を
されている方でも空いている
時間で結構です。
週１日、半日でもＯＫ
（活動時間は要相談）

～　問合せ先　～

山武市社会福祉協議会訪問介護事業所
山武市埴谷１８６８－１４　ＴＥＬ ０４７５－８９－２１１１



地
域
の
高
齢
者
の

皆
さ
ん
へ
新
鮮
野
菜
を

お
届
け
す
る
喜
び

ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 紹 介
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ボランティア連協で視察研修会
ボランティア連絡協議会　
役 員  　斉 藤 章 子

　10月28日研修先東京都臨海広域防災公園、国会議事堂、東京タワーと３ヶ所
研修に行き皆さんにはとても好評でした。
　防災公園では一人ずつタブレットを渡され操作すると実際の映像が写し出され、
震災のこわさが思い出され日頃の準備が改めて必要だと思い知らされました。
　特に震災の時必要な紙食器に皆さん興味をもちました。時間が無くその場では
作れませんでしたが、後日、連協の行事「お茶べり会」で研修します。国会議事
堂の中はただただおどろきでした。赤いジュータンを歩きながら、国の政策を決
める場所なので大切な人を選ぶ責任を感じました。
　最後に東京タワー、天気は良くなかったのですが高い所から眺める景色は、す
ばらしかったです。皆さんたくさんおみやげを買っていました。
　心にきざんだおみやげも忘れないでね！

　
広
報
さ
ん
む
11
月
号
で
市
民
の
み
な
さ
ま
に
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
し
た
二
日
間
に
わ
た
る
こ
の
担
い
手

養
成
研
修
は
、
当
初
の
予
定
を
上
回
り
、
定
員
を
超

え
る
35
名
の
方
が
修
了
証
書
を
い
た
だ
き
卒
業
し
ま

し
た
。

　
高
齢
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の
知
識
や
技
術

を
学
び
山
武
市
が
認
め
た
課
程
を
修
了
し
た
み
な
さ

ん
は
、
こ
れ
か
ら
、
家
庭
や
地
域
、
介
護
事
業
所
な

ど
で
活
発
に
活
躍
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
研
修
は
来
年
度
も
実
施
す

る
予
定
で
す
の
で
、
み
な
さ
ん
も

ぜ
ひ
受
講
し
て
く
だ
さ
い
！

みなさん ご卒業おめでとうございます！　
これからもいっしょに、がんばりましょう！

みんなも地域の
応援団になろう！

みなさん ご卒業おめでとうございます！　

生活支援
体制整備

事業

ニュース
　　第４

報 修了者
35名！
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
担
い
手
養
成
研
修

第
一
期
卒
業
生
が
誕
生
！
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11
月
８
日
に
成
東
文
化
会
館
を
会
場
に
、

第
12
回
山
武
市
社
会
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
関
係
者
が
一
堂
に
集
い
、
社
会

福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
へ
の
表

彰
を
は
じ
め
、「
み
ん
な
で
助
け
合
い
、
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」を

テ
ー
マ
に
小
中
学
生
か
ら
募
集
し
た
作
文
・

標
語
・
ポ
ス
タ
ー
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
笑
い
理
学
療
法
士
の
日
向
亭
葵

さ
ん
が
講
演
し
、
落
語
と
リ
ハ
ビ
リ
を
融
合

し
た
独
自
の
運
動
療
法「
エ
ア
リ
ハ
」を
紹
介
。

参
加
者
は
、
音
楽
に
合
わ
せ
、
頭
と
体
を
同

時
に
動
か
す「
エ
ア
リ
ハ
」を
楽
し
く
学
び
、

会
場
は
終
始
笑
い
の
渦
に
包
ま
れ
、
大
盛
況

の
う
ち
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

表
彰
・
受
賞
さ
れ
た
方
々
及
び
作
品
等
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
者

《
民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
者
》	

三
好
留
美
子�

（
成
東
地
域
）

並
木
三
喜
男�

（
成
東
地
域
）

恩
田
百
合
子�

（
成
東
地
域
）

浅
野　

潤
子�

（
成
東
地
域
）

矢
越　

弘
子�

（
山
武
地
域
）

川
嶋　

信
治�

（
山
武
地
域
）

向
後　

裕
代�

（
山
武
地
域
）

石
田　

清　

�

（
山
武
地
域
）

江
口　

沖
夫�

（
山
武
地
域
）

中
嶋　

久
雄�

（
山
武
地
域
）

善
塔　

雄　

�

（
蓮
沼
地
域
）

笹
川　

勝
男�

（
蓮
沼
地
域
）

髙
宮　

義
夫�

（
蓮
沼
地
域
）

小
川　

捷
二�

（
蓮
沼
地
域
）

秋
葉　

俊
雄�

（
蓮
沼
地
域
）

𣘺
本　

藤
枝�

（
蓮
沼
地
域
）

石
井　

憲
吾�

（
松
尾
地
域
）

戸
村　

幸
子�

（
松
尾
地
域
）

髙
知
尾　

敬
子�

（
松
尾
地
域
）

鈴
木　

喜
美
江�

（
松
尾
地
域
）

《
地
区
福
祉
推
進
員
功
労
者
》	

河
島　

孝
文�

（
鳴
浜
地
区
）

小
川　

和
子�

（
睦
岡
地
区
）

秋
山　

光
子�

（
睦
岡
地
区
）

髙
山　

浩
子�

（
睦
岡
地
区
）

加
瀬　

百
合
子�

（
山
武
北
地
区
）

酒
井　

聖　

�

（
山
武
北
地
区
）

鈴
木　

友
子�

（
山
武
北
地
区
）

越
川　

富
美
子�

（
山
武
北
地
区
）

齊
藤　

美
智
子�

（
山
武
北
地
区
）

𠮷
井　

和
子�

（
日
向
東
地
区
）

中
嶋　

美
佐
子�

（
日
向
東
地
区
）

齋
藤　

律
子�
（
日
向
東
地
区
）

大
西　

寿
子�
（
日
向
西
地
区
）

宍
倉　

や
す
子�

（
日
向
西
地
区
）

川
島　
　

一�

　
（
蓮
沼
岡
地
区
）

小
川　

民
子�

　
（
蓮
沼
岡
地
区
）

小
川　

ま
さ
子　
（
蓮
沼
浜
地
区
）

秋
葉　

栄
子�

　
（
蓮
沼
浜
地
区
）

秋
葉　

文
子�

　
（
蓮
沼
浜
地
区
）

作
間　

せ
つ
子　
（
豊
岡
地
区
）

《
社
会
福
祉
施
設
・
団
体
役
職
員
功
労
者
》

加
瀬　

む
つ
子�　
（
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員
）

山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状
贈
呈
者

《
寄
附
団
体
・
個
人
》	

日
蓮
宗
千
葉
県
東
部
宗
務
所（
多
古
町
）

山
武
市
商
工
会　
（
松
尾
地
域
）

會
田　

ト
シ
エ　
（
成
東
地
域
）

𠮷
田　

幸
次
郎　
（
山
武
地
域
）

《
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員
退
任
者
》

緇
荘　

利
幸	

（
山
武
地
域
）

小
島　

礼
子	

（
松
尾
地
域
）

《
福
祉
輸
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
協
力
会
員
退
会
者
》

小
川　

陽
子	

（
蓮
沼
地
域
）

古
川　

勝
雄	

（
蓮
沼
地
域
）

《
地
区
福
祉
推
進
員
》	

関　
　

な
か	

（
成
東
地
区
）

緑
川　

栄
子	

（
大
富
地
区
）

福
田　

芙
美	

（
大
富
地
区
）

長
谷
川　

博
信	

（
大
富
地
区
）

片
山　

良
子	

（
鳴
浜
地
区
）

《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
個
人
》	

さ
ざ
波
会　
　
　

	（
成
東
地
域
）

早
船
里
山
の
会　

	（
成
東
地
域
）

成
東
日
本
語
教
室	（
成
東
地
域
）

神
保　

至
峰	

（
山
武
地
域
）

木
川　

哲
男	

（
山
武
地
域
）

忍　
　

司　

	

（
山
武
地
域
）

《
会
員（
会
費
）加
入
優
良
区
・
自
治
会
》

南
麻
生
区	

（
山
武
地
域
）

木
原
新
田
区	

（
山
武
地
域
）

宿
区　
　
　

	

（
山
武
地
域
）

戸
田
バ
ー
ド
タ
ウ
ン
自
治
会（
山
武
地
域
）

西
殿
下
区　

	

（
蓮
沼
地
域
）

南
浜
北
区　

	

（
蓮
沼
地
域
）

山
武
市
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰
者

《
活
動
功
労
者
》	

	

土
屋　

敦
保	

（
新
町
永
寿
会
）

開
発　

哲
夫	

（
富
士
見
台
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
）

石
川　

清
太
郎	

（
原
横
地
平
成
ク
ラ
ブ
）

小
池　

三
江	

（
五
木
田
第
二
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
）

鎮
目　

優　

	

（
北
横
田
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
）

小
川　

英
子	

（
井
ノ
上
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
）

高
橋　

雅
晴	

（
高
富
西
区
宝
寿
会
）

鈴
木　

謙
治	

（
猿
尾
な
ご
み
会
）

《
優
良
ク
ラ
ブ
》	

	

原
横
地
平
成
ク
ラ
ブ（
会
長　

石
川
清
太
郎
）

椎
崎
東
部
ク
ラ
ブ　
（
会
長　

若
名
三
十
男
）

高
富
東
老
人
ク
ラ
ブ（
会
長　

高
橋　

宏
之
）

さ
く
ら
会　
　
　
　
（
会
長　

小
林　

ト
キ
）

《
感
謝
状
贈
呈
者
》		

長
島　

良
雄	

（
山
武
支
部
）

高
野　

宏
子	

（
松
尾
支
部
）

成
東
東
支
部	
（
支
部
長　

石
橋　

能
子
）

蓮
沼
支
部　

	
（
支
部
長　

小
髙　

喜
吉
）

横
田　

哲
三
郎	
（
上
里
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
）

藤
波　

静
治	

（
宮
本
ク
ラ
ブ
）

辰
巳　

裕
寿	

（
裕
の
会
）

❖ 

ポ
ス
タ
ー
の
部      

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

◆
最
優
秀
賞

◆
優
秀
賞

伊橋　璃矩（蓮沼小 6年）

松野 日胡（緑海小5年）日野森小奈（緑海小1年）風間彩果莉（成東小6年）

山田 紗葉（日向小3年）
森田　菜優

（成東小5年）
竹内　晟那

（松尾小6年）
福崎　愛実

（睦岡小5年）

「
地
域
ぐ
る
み
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
・
作
文
」受
賞
者

第
12
回
山
武
市
社
会
福
祉
大
会

一
人
ひ
と
り
が
地
域
の
力
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❖ 

作
文
の
部 

◆
最
優
秀
賞

ふ
く
し
に
つ
い
て

わ
た
し
が

思
っ
た
こ
と

◆
最
優
秀
賞

挨
拶
運
動
に

参
加
し
て

　

わ
た
し
は
こ
の
前
、「
ほ
う
問
入
浴
サ
ー
ビ

ス
」と
書
か
れ
た
車
を
見
か
け
ま
し
た
。お
母

さ
ん
に
聞
い
て
み
る
と
、お
年
寄
り
や
体
の
不

自
由
な
人
の
家
に
行
き
、お
風
呂
に
入
る
手
助

け
を
す
る
た
め
の
車
だ
そ
う
で
す
。お
母
さ
ん

は
病
院
で
働
い
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、「
と
て

も
大
変
な
仕
事
」と
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

わ
た
し
の
家
族
は
み
ん
な
元
気
で
す
。全
員

が
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
で
き
る
の
で
、ふ
く

し
に
つ
い
て
真
け
ん
に
考
え
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、「
ほ
う
問
入
浴
サ
ー

ビ
ス
」の
話
を
聞
い
て
、ふ
く
し
に
つ
い
て
知

り
た
く
な
り
ま
し
た
。わ
た
し
た
ち
の
生
活
の

中
で
、身
体
の
不
自
由
な
人
に
対
し
て
、ど
の

よ
う
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
の
か
、気
を
付
け

て
見
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
す
。エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
よ
く
見
る
と
、か
が
み
が
つ
い
て
い
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。こ
の
か
が
み
は
、車
イ
ス

の
人
が
、後
ろ
を
見
や
す
く
す
る
た
め
の
工
夫

だ
そ
う
で
す
。

　

次
に
、階
段
の
横
に
ゆ
る
や
か
な
坂
道
が
あ

り
ま
す
。ス
ロ
ー
プ
で
す
。車
イ
ス
の
人
も
そ

う
で
す
が
、お
年
寄
り
の
方
が
上
り
や
す
く
す

る
た
め
の
工
夫
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、バ
ス
や
電
車
に
は
優
先
席
が
あ
り
ま

す
。ち
ゅ
う
車
場
は
、お
店
の
出
入
口
に
近
い

場
所
が
、身
体
の
不
自
由
な
人
の
た
め
の
ス

ペ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、元
気
な

人
な
の
に
、優
先
席
や
不
自
由
な
人
の
た
め
の

ち
ゅ
う
車
ス
ペ
ー
ス
に
と
め
て
し
ま
う
人
が

い
ま
す
。も
し
か
し
た
ら
、見
た
目
で
は
分
か

ら
な
い
だ
け
で
、ど
こ
か
具
合
の
悪
い
と
こ
ろ

が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、わ
た
し
に

は
と
て
も
元
気
そ
う
に
見
え
ま
し
た
。元
気
な

人
が
、優
先
ス
ペ
ー
ス
に
車
を
と
め
て
し
ま
っ

た
ら
、本
当
に
困
っ
て
い
る
人
が
、車
を
と
め

ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。わ

た
し
が
大
人
に
な
っ
て
、車
を
運
転
す
る
よ
う

に
な
っ
て
も
、そ
う
い
う
大
切
な
ル
ー
ル
は
き

ち
ん
と
守
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

人
は
何
故
挨
拶
を
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？　

辞
書
で
調
べ
て
み
る
と
、「
人
と
会
っ
た
と
き

に
取
り
か
わ
す
、儀
礼
的
な
動
作
・
言
葉
。」と

あ
り
ま
す
。ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ

て
み
る
と
、あ
い
さ
つ（
挨
拶
）の「
あ
い
」に
は
、

心
を
開
く
と
い
う
意
味
、「
さ
つ
」に
は
、そ
の

心
に
近
づ
く
と
い
う
意
味
が
あ
る
そ
う
で
す
。

ま
さ
に
人
と
人
と
を
繋
ぐ
大
切
な
言
葉
で
す

ね
。

　

私
は
六
月
の
終
わ
り
に
挨
拶
運
動
に
参
加

し
ま
し
た
。朝
、駅
に
立
ち
通
学
や
出
勤
す
る

人
達
に
、元
気
よ
く
挨
拶
を
す
る
と
い
う
、成

東
中
学
校
な
ら
で
は
の
行
事
で
す
。私
達
が

挨
拶
を
す
る
と
、「
お
は
よ
う
、頑
張
っ
て
い
る

ね
。」と
返
し
て
く
れ
る
方
が
い
ま
し
た
。そ
の

言
葉
を
聞
い
て
、と
て
も
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

眠
た
い
目
を
こ
す
り
な
が
ら
、早
起
き
し
て
挨

拶
運
動
に
参
加
し
た
甲
斐
が
あ
っ
た
と
思
い

　

今
年
の
夏
休
み
に
、せ
ん
湯
に
行
っ
た
の
で

す
が
、げ
ん
か
ん
に
段
差
が
あ
っ
た
り
、通
路

が
せ
ま
か
っ
た
り
し
て
、車
イ
ス
の
人
は
困
っ

て
し
ま
う
な
と
思
い
ま
し
た
。受
付
は
バ
リ

ア
フ
リ
ー
に
な
っ
て
い
た
の
で
、「
お
風
呂
も

バ
リ
ア
フ
リ
ー
か
な
。」と
思
い
、お
風
呂
場
も

見
て
み
ま
し
た
。し
か
し
、よ
く
そ
う
に
入
る

時
の
階
段
が
、わ
た
し
に
と
っ
て
も
深
く
、こ

れ
で
は
身
体
の
不
自
由
な
人
や
お
年
寄
り
は

あ
ぶ
な
い
な
と
思
い
ま
し
た
。わ
た
し
は
そ
の

時
、「
身
体
の
ど
こ
が
不
自
由
で
あ
っ
て
も
、だ

れ
も
が
楽
し
め
る
お
風
呂
が
あ
っ
た
ら
い
い

な
。だ
れ
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
社
会
に

な
っ
た
ら
い
い
な
。」と
思
い
ま
し
た
。

　

安
心
で
き
る
社
会
に
な
る
ま
で
の
間
、た
だ

だ
ま
っ
て
見
て
い
る
だ
け
で
な
く
、車
イ
ス
を

押
し
た
り
、手
を
と
っ
て
歩
い
た
り
、実
際
に

行
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。知
ら
な
い
人
に
話

し
か
け
る
の
は
、ち
ょ
っ
と
勇
気
が
い
り
ま
す
。

手
伝
お
う
と
し
て
も
、こ
と
わ
ら
れ
て
し
ま
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、そ
ん
な
こ
と
は

気
に
せ
ず
に
、積
極
的
に
手
を
さ
し
の
べ
る
こ

と
が
で
き
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。

ま
し
た
。で
も
、中
に
は
素
通
り
す
る
方
も
い

て
、そ
の
と
き
は
少
し
寂
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

私
は
、普
段
家
で
元
気
に
挨
拶
が
出
来
ず
、

よ
く
注
意
を
さ
れ
ま
す
。や
は
り
朝
は
眠
い
の

で
、声
が
小
さ
く
な
っ
て
し
ま
い
、「
あ
り
が
と

う
」「
ご
め
ん
な
さ
い
」も
頭
で
は
分
か
っ
て
い

て
も
、言
葉
に
出
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。し

か
し
、今
回
の
運
動
に
参
加
し
て
挨
拶
の
大
切

さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。知
ら
な
い
人
で
も
挨

拶
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、心
の
距
離
が
縮
ま
り
、

と
て
も
気
持
ち
が
よ
く
な
り
ま
す
。そ
れ
な
ら
、

い
つ
も
一
緒
に
い
る
家
族
は
、尚
更
挨
拶
が

必
要
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。「
お
は
よ
う
」は
そ

の
日
の
始
ま
り
に
言
う
言
葉
。そ
の
言
葉
を
元

気
に
言
え
ば
、そ
の
日
一
日
は
と
て
も
晴
れ
や

か
な
気
分
で
お
互
い
過
ご
す
こ
と
が
出
来
る

し
、相
手
の
体
調
な
ど
も
た
っ
た
四
文
字
で
分

か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。「
親
し
き
中
に
も
礼
儀

あ
り
」の
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
よ
う
に
、今
ま
で

の
自
分
で
は
ダ
メ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

小
学
校
の
頃
の
校
長
先
生
か
ら
も「
自
分
か

ら
挨
拶
出
来
な
い
と
、将
来
自
分
か
ら
率
先
し

て
何
も
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。」と

の
お
話
を
聞
き
、挨
拶
は
始
ま
り
で
あ
り
、自

分
自
身
の
原
動
力
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

人
は
、言
葉
を
話
し
ま
す
。何
の
た
め
に
言

葉
を
発
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。そ

れ
は
、言
葉
が
な
い
と
、相
手
の
思
っ
て
い
る

こ
と
や
考
え
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
ら
な
い
か

ら
で
す
。た
だ
相
手
の
表
情
や
目
を
見
た
だ
け

で
は
百
％
伝
わ
り
ま
せ
ん
。そ
の
中
で
も
、「
挨

拶
」と
い
う
の
は
、と
て
も
重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
が

と
て
も
よ
く
分
か
り
ま
す
。

　

み
ん
な
が
き
ち
ん
と
挨
拶
す
れ
ば
、も
っ
と

も
っ
と
い
い
社
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。世
界

中
の
人
々
が
笑
顔
で
挨
拶
す
れ
ば
、争
い
事
や

差
別
も
な
く
な
り
、平
和
な
社
会
を
築
き
上
げ

る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
た
め
に
も
私
自
身
か
ら
、そ
し
て
成
東
中

学
生
徒
全
員
か
ら
、始
め
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

一
つ
の「
元
気
の
挨
拶
」か
ら
、未
来
に
向

か
っ
て
の
明
る
い
社
会
の
た
め
、そ
し
て
私
た

ち
の
未
来
の
た
め
に
。

浅野　結花
（豊岡小 ４年）

在原莉里愛
（成東中 1年）

❖ 

標
語
の
部

◆
最
優
秀
賞

み
て
み
よ
う 

君
の
手
の
平 

ど
っ
ち
か
な

　�

閉
じ
て
い
る
手
か 

つ
な
い
で
い
る
手
か

ぼ
く
た
ち
が 

お
年
よ
り
の
方
を 
助
け
る
よ

　�

未
来
の
山
武
も
　
平
和
な
ま
ち
へ

◆
優
秀
賞

助
け
合
い
　
笑
顔
の
つ
ぼ
み
　
花
開
く

成
東
東
中
３
年　

土
屋　
　

司

大
丈
夫
　
心
を
救
う
　
合
言
葉

成
東
東
中
１
年　

小
川　

玲
海

キ
ミ
が
笑
え
ば 

心
が
ほ
わ
っ
と 

あ
た
た
ま
る

　
　
だ
か
ら
手
と
手
を
　 

つ
な
ぐ
ん
だ

鳴
浜
小
６
年　
　

勝
田　

優
希

声
か
け
よ
う 

出
か
け
る
前
に 

ご
近
所
さ
ん

緑
海
小
４
年　
　

村
松　

杏
美

バ
リ
ア
フ
リ
ー 

み
ん
な
の
心
が 

つ
く
り
だ
す

日
向
小
５
年　
　

江
口　

萌
唯

オ
ラ
イ
ま
ち 

み
ん
な
で
は
ぐ
く
む 

地
域
の
輪

蓮
沼
小
５
年　
　

平
山　

芽
依

や
さ
し
さ
で 

つ
な
い
で
い
こ
う 

地
域
の
わ

松
尾
小
６
年　
　

柿
崎　

七
皇

◆
優
秀
賞

伝
え
る
と
い
う
事睦

岡
小
６
年　

麻
生
さ
く
ら

田口　楓
（成東中 1年）

山崎　魁斗
（山武北小 ６年）
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豊
岡
小
学
校
の
周
辺
に
は
、
木
戸
川

が
流
れ
、
き
れ
い
な
水
と
肥
沃
な
土
に

恵
ま
れ
た
田
ん
ぼ
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
こ
の
お
米
は
、
と
っ
て
も
お
い

し
い
ん
だ
よ
。」空
と
風
が
、
自
慢
げ
に

そ
う
言
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
田
ん
ぼ
の
先
生
か
ら
、
豊
岡

小
学
校
の
４
年
生
と
５
年
生
の
子
ど
も

達
は
、
米
作
り
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

５
月
に
田
植
え
、
そ
し
て
迎
え
た
収

穫
の
秋
。

　

10
月
４
日
、
待
っ
て
い
た
稲
刈
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
日
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

―
―
14
名
の
子
ど
も
達
の
感
想
―
―

　
「
猪
野
尾
さ
ん
が
、
一
か
ら
て
い
ね

い
に
教
え
て
く
れ
て
、
と
て
も
楽
し
か

っ
た
で
す
。」

　
「
ふ
だ
ん
使
わ
な
い
か
ま
で
、
稲
を

刈
る
体
験
が
で
き
て
、
と
て
も
お
も
し

ろ
か
っ
た
で
す
。」

　
「
最
初
は
、
持
っ
た
だ
け
で
こ
わ
か

っ
た
か
ま
だ
け
ど
、
慣
れ
て
く
る
と
楽

し
く
感
じ
ま
し
た
。」

　
「
手
を
切
ら
な
い
よ
う
に
、
ド
キ
ド

キ
し
な
が
ら
、
か
ま
で
稲
を
か
っ
た
の

が
楽
し
か
っ
た
で
す
。」

　
「
稲
を
か
ま
で
刈
る
時
、
コ
ツ
が
つ

か
め
な
く
て
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
最
後

は
で
き
ま
し
た
。」

　
「
コ
ン
バ
イ
ン
に
乗
っ
て
運
転
し
た

ら
、
ぐ
ね
ぐ
ね
曲
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ

た
で
す
。」

　
「
初
め
て
コ
ン
バ
イ
ン
を
運
転
し
て

み
て
、
ま
っ
す
ぐ
に
運
転
が
で
き
て
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。」

　
「
稲
刈
り
機
は
、
操
作
が
む
ず
か
し

い
け
ど
、
う
ま
く
で
き
ま
し
た
。」

　
「
機
械
で
稲
を
刈
る
方
が
、
す
ご
く

速
く
で
き
る
か
ら
す
ご
い
と
思
い
ま
し

た
。」

　
「
コ
ン
バ
イ
ン
は
、
操
作
が
む
ず
か

し
か
っ
た
け
ど
、
手
作
業
は
か
ま
で
や

る
か
ら
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。」

　
「
最
初
に『
上
手
に
で
き
る
か
な
。』と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
上
手
に
刈
れ
て

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。」

　
「
や
っ
た
あ
！
い
っ
ぱ
い
稲
の
束
が

で
き
ま
し
た
。」

　
「
田
植
え
や
稲
刈
り
を
し
て
、
そ
れ

が
ど
れ
だ
け
大
変
か
分
か
り
ま
し
た
。」

　
「
ビ
ッ
ク
リ
作
戦
大
成
功
！
ま
た
や

り
た
い
で
す
。」

　

稲
刈
り
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
田

を
貸
し
て
く
だ
さ
り
、
稲
刈
り
が
で
き

る
よ
う
に
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
当
日

は
丁
寧
に
ご
指
導
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

猪
野
尾
さ
ん
、
ま
た
、
お
手
伝
い
を
い

た
だ
い
た
保
護
者
の
み
な
さ
ん
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
日
々

の
実
践
を
通
し
て
、
保
護
者
・
地
域
の

方
の
本
校
へ
の
多
大
な
ご
支
援
と
熱
い

思
い
を
強
く
感
じ
ま
す
。
そ
の
思
い
に

応
え
る
た
め
に
、
今
後
も
児
童
の
健
や

か
な
育
成
の
た
め
、
地
域
連
帯
の
核
と

な
る
学
校
を
目
指
し
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。

（
豊
岡
小
学
校
教
頭　

長
谷
川
峰
史
）

子ども達と田んぼの守り人 松尾地域
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毎
年
恒
例
の
福
祉
バ
ザ
ー
が
11
月

3
日
、
さ
ん
ぶ
の
森
中
央
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
隣
の
住
民
及
び
、
遠
方
（
匝
瑳
、

横
浜
な
ど
）
の
方
々
も
来
て
く
れ
ま

し
た
。

　

屋
外
で
は
、
農
家
の
方
々
の
善
意

で
旬
の
野
菜
の
販
売
、
模
擬
店
（
焼

そ
ば
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
）
も
大
人

気
で
し
た
。

　

会
場
内
で
は
、
地
域
の
皆
様
の
協

力
で
集
ま
っ
た
、
寄
付
物
品
が
並
べ

ら
れ
、
買
う
人
売
る
人
が
大
忙
し
で

し
た
。

　

提
供
さ
れ
る
物
品
が
年
々
減
少
し

て
い
ま
す
が
、
多
く
の
善
意
と
協
力

で
も
た
ら
さ
れ
た
収
益
金
は
、
地
域

の
福
祉
行
事
に
還
元
さ
れ
ま
す
。
バ

ザ
ー
に
協
力
し
て
下
さ
っ
た
皆
様
に
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
日
向
東
地
区
社
協
福
祉
推
進
員

　

迫
口
徳
子
）

山武地域 福祉バザー
 

絶
好
の
行
楽
日
和
と
な
っ
た
昨
年

11
月
２
日
、
南
八
区
い
き
い
き
サ
ロ

ン
日
帰
り
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

最
初
の
目
的
地
は
、
東
京
湾
に
浮

か
ぶ
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア「
海
ほ
た

る
」で
す
。
５
階
デ
ッ
キ
で
は
珍
し

く
風
も
な
く
、
青
い
海
と
白
い「
風

の
塔
」と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
素
敵

で
し
た
。
昼
食
は「
竜
宮
城
ス
パ
ホ

テ
ル
三
日
月
」、
広
い
レ
ス
ト
ラ
ン

で
バ
イ
キ
ン
グ
に
舌
鼓
を
打
ち「
大

好
き
な
お
料
理
だ
っ
た
か
ら
食
べ
過

ぎ
て
し
ま
っ
た
わ
。」な
ど
と
会
話
が

は
ず
ん
で
い
ま
し
た
。
当
初
は「
東

京
ド
イ
ツ
村
」に
行
く
予
定
で
し
た

が
、
台
風
の
影
響
で
お
花
が
全
滅
と

の
こ
と
で
急
き
ょ
「
鋸
山
」に
変
更

し
ま
し
た
。

　

鋸
山
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
登
り
の
岩

肌
に
は
目
を
見
張
る
ほ
ど
の
真
っ
赤

な
つ
た
が
か
ら
ま
り
、
と
て
も
感
動

し
ま
し
た
。
平
地
の
蓮
沼
で
は
見
ら

れ
な
い
山
と
海
と
を
同
時
に
眺
め
る

こ
と
の
で
き
る
鋸
山
の
紅
葉
を
満
喫

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て

最
後
の
目
的
地
、
道
の
駅
「
あ
ず
の

里
い
ち
は
ら
」に
立
ち
寄
り
、
地
元

の
特
産
品
な
ど
を
買
い
求
め
、
車
中

で
は「
目
的
地
到
着
時
刻
当
て
ク
イ

ズ
」や「
あ
み
だ
く
じ
」な
ど
で
豪
華

（
？
）景
品
を
手
に
し
て
和
気
あ
い
あ

い
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
帰
路
に
着

き
ま
し
た
。

　

次
回
の
お
出
か
け
サ
ロ
ン
は
、
３

月
の
千
倉
へ
の
花
摘
み
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
蓮
沼
岡
地
区
社
協
福
祉
推
進
員

�

小
川
陽
子
）

蓮沼地域 和気あいあいのお出かけサロン



～平成29年8月18日から
平成29年12月6日までの受付分～

（順不同・敬称略）
◆お金のご寄付（含む１円玉募金）◆
會田トシエ …………………………………… 85,000円
第１２回チャリティゴルフコンペ実行委員会 … 94,591円
千葉土建蓮沼分会 ………………………… 5,000円
𠮷田幸次郎 …………………………………… 50,000円
山武市パークゴルフ協会　会長　開発哲夫 … 25,000円
宇津木文雄 ………………………………… 1,858円
五反田こどもの家 …………………………… 10,000円
山武市養豚組合 ……………………………… 22,485円
匿名 ……………………………………………… 644円
匿名 …………………………………………… 35,201円
匿名 …………………………………………… 50,000円
◆健康福祉まつりの売上金のご寄付◆
手づくりグループＫＡＩ　代表　上遠野真木子 … 3,000円
ちゃいにーずれすとらん　かぞく亭 ………… 5,000円
明るい社会づくり運動山武支部 …………… 3,400円
山武市シルバー人材センター ………………… 2,000円
匿名 …………………………………………… 1,000円
◆物品のご寄付◆
藤井正美 ……………………………………… 色画用紙
農事組合法人  さんぶ野菜ネットワーク ……… 野菜約１００kg×４回
中島征子 …………………………… 布・巾着・バッグ
有限会社　川島造花店 ……………… 生活用品・食品
小島弘子 ……………………………………… 生活用品
大村恵美子 …………………………………… 生活用品
匿名 …………………………………………… 紙おむつ
匿名 ……………………………………………………布
匿名 ………………………………………………食料品
◆自動販売機募金◆
サントリービバレッジサービス（株） ……………… 982円

（さんぶの森公園に設置されている自動販売機の販売本数１本につき２円
  寄附されます）

（社会福祉協議会へのご寄付）

受
賞

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

︵
順
不
同
・
敬
称
略
︶

第
67
回
千
葉
県
社
会
福
祉
大
会

　︵
平
成
29
年
11
月
14
日
開
催
︶

◆
千
葉
県
知
事
表
彰
◆

社
会
福
祉
事
業
功
労
者

︽
民
生
委
員
・
児
童
委
員
︾

　
蕨
　
　
健
𠮷
︵
山
武
地
域
︶

◆
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
◆

︽
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
︾

　
布
留
川
芳
子
︵
成
東
地
域
︶

　
矢
光
　
素
子
︵
成
東
地
域
︶

　
小
梛
と
し
え
︵
松
尾
地
域
︶

　
井
部
ミ
サ
ヲ
︵
松
尾
地
域
︶

︽
社
会
福
祉
施
設
・

　
　 

団
体
関
係
役
職
員
功
労
︾

　
成
毛
千
代
美
︵
お
お
ひ
ら
こ
ど
も
園
︶

　
伊
藤
彩
名
枝
︵
お
お
ひ
ら
こ
ど
も
園
︶

　
須
藤
　
智
子
︵
な
る
と
う
こ
ど
も
園
︶

　
髙
野
ま
ゆ
み
︵
し
ら
は
た
こ
ど
も
園
︶

　
鵜
澤
　
寛
子
︵
し
ら
は
た
こ
ど
も
園
︶

　
矢
田
部
幸
枝 

︵
山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会
︶

　
上
條
千
恵
子 

︵
山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会
︶

　
加
瀬
　
和
也 

︵
山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会
︶

◆
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状
◆

︽
社
会
福
祉
基
金
等
寄
付
者
︾

　
三
水
鐵
工
株
式
会
社
︵
松
尾
地
域
︶

◆
千
葉
県
共
同
募
金
会
会
長
感
謝
状
◆

︽
共
同
募
金
優
良
地
区
・
団
体
︾

　
宿
　
　
区 

　︵
山
武
地
域
︶

　
横
田
墨
塚
自
治
会︵
山
武
地
域
︶

　
西
殿
下
区 

　︵
蓮
沼
地
域
︶

　
北
殿
下
区 

　︵
蓮
沼
地
域
︶

　
西
浜
区 

　︵
蓮
沼
地
域
︶

　
八
重
田
区 

　︵
松
尾
地
域
︶

平
成
29
年
度
全
国
社
会
福
祉
大
会

︵
平
成
29
年
11
月
22
日
開
催
︶

︽
社
協
・
民
間
団
体
功
労
︾

　
遠
山
　
み
よ
︵
山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会
︶

　

10社協会報

交通遺児援護基金
　千葉県社会福祉協議会では、陸上交通事故等で父
又は母（父又は母に代わる立場にある方を含む）を
失った１８歳未満の遺児及び１８歳未満の遺児のいる
世帯に、見舞金等を支給しています。

【支給金の種類】
⑴見舞金　　１世帯　100,000円
ただし、遺児が２名以上いる世帯については、２人
目から各々50,000円が加算されます。
（遺児となった日から1年以内）

⑵勉学奨励金
　　・小学校に入学する遺児　　30,000円
　　・中学校に入学する遺児　　30,000円
⑶激励金
　　・中学校を卒業する遺児　　60,000円
　　・高等学校を卒業する遺児　60,000円

【手続き】
　対象と思われる方は、社会福祉協議会までご連絡
ください。
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毎
年
好
評
の「
い
き
い
き
わ
く
わ
く
教
室
」開
催

今
年
度
も
松
下
先
生
の
認
知
症
予
防
講
座
第
2
弾
!!

　

山
武
市
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
連
合

会（
鈴
木
愛
伯
会
長
）『
い
き
い
き

わ
く
わ
く
教
室（
櫻
田
寿
一
運
営

部
長
）』の
第
5
回
目
が
松
尾
支
部

地
域
を
対
象
に
、
11
月
7
日（
火
）

松
尾
Ｉ
Ｔ
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
92
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
講
話
・
健
康
教
室
・
趣

味
講
座
・
軽
ス
ポ
ー
ツ
等
で
、
最

初
は
城
西
国
際
大
学
福
祉
総
合
学

部
客
員
教
授
：
松
下
や
え
子
先
生

の『
楽
し
く
学
ぶ
認
知
症
予
防
』を

受
講
。『
歳
と
れ
ば 

誰
で
も
な
れ

る 
認
知
症
』。
と
し
て
現
在
、
超

高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
高
齢
者
の

増
加
に
伴
い＂
認
知
症
＂も
増
加
し

て
い
る
現
状
で
す
。
し
か
し
、＂
認

知
症
＝
長
生
き
の
勲
章
＂な
の
で

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
受
け
止
め
、
元
気

に
過
ご
す
予
防
法
な
ど
細
や
か
な

内
容
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
市
役
所
の
高
橋
弥
生

保
健
師
か
ら
は
、
介
護
保
険
の
仕

組
み
や
老
人
性
乾
皮
症
に
つ
い
て

の
お
話
を
聞
き
、「
栄
養（
タ
ン
パ

ク
質
・
脂
質
）を
摂
る
こ
と
で
皮

膚
の
強
化
や
免
疫
力
の
ア
ッ
プ
に

な
る
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
趣
味
講
座
と
し
て
コ

ー
ラ
ス
を
元
気
に
歌
い
、
保
健
師

に
よ
る
血
圧
測
定
、
軽
ス
ポ
ー
ツ

（
吹
き
矢
、
室
内
ペ
タ
ン
ク
、
ビ

ー
ン
ボ
ウ
リ
ン
グ
）も
大
勢
の
参

加
で
賑
や
か
な
一
コ
マ
で
し
た
。

　

最
後
に
、
365
歩
の
マ
ー
チ
に
合

わ
せ
た
健
康
体
操
と
、
な
の
は
な

シ
ニ
ア
音
頭
を
み
ん
な
で
踊
っ
て

終
了
と
な
り
ま
し
た
。

女
性
活
動
部
会
　
秋
葉
　
昭
子

福祉作業所だより 　厳寒の候、皆様には益 ご々健勝の事と存じ上げます。また、
山武作業所の活動にご理解とご協力を賜り感謝を申し上げます。
本年も宜しくお願い致します。

作業風景 野菜定期市風景 自主製作品

野菜定期市
　毎週火曜日に開催してきた野菜定期市も皆様のご協力のおかげでもうすぐ１年となります。
悪天候や夏の暑い日差しの中もご来場頂きありがとうございました。
その他にもJA緑の風山武店でも野菜を販売して頂いております。生産・加工・販売をする農事訓練を通じて
就職につながった利用者もいました。試行錯誤を重ねより一層良くなるように取り組んで参ります。

柑橘類果実の寄付を募集。庭になっている柑橘類などジャムの加工に向いている食材のご寄付をお待ちしております。

お問い合わせ　山武市山武作業所　TEL０４７５－８９－５１８８



●●●●●●●●●●●心 配 ご と 相 談 所 開 設 日 程
一般相談

予約・問合せ先

弁護士相談「心の中の心配ごと」何でも相談してください。
●開設時間／午後1時30分～午後4時30分
　（予約は必要ありません。受付は午後4時までです。）
場所

実施月
第1火曜日 第2火曜日 第3火曜日 第4火曜日
山武会場 成東会場 松尾会場 山武会場 蓮沼会場

1月 休み  9 日 16日 23日
2月 6日 13日 20日 27日
3月 6日 13日 20日 27日

●開設時間／午後1時30分～午後4時30分
　（予約が必要です。相談は1回20分までです。）
場所

実施月
第1水曜日 第2水曜日 第3水曜日 第4水曜日
蓮沼会場 山武会場 成東会場 松尾会場

1月 休み 10日 17日 24日
2月 7日 14日 21日 28日
3月 7日 14日 休み 28日

法律的な悩みは、こちらで相談してください。

開設場所

山武市社会福祉協議会　☎０４７５（８２）７１０２

編
集
発
行

社会福祉法人  山武市社会福祉協議会
〒289-1306  山武市白幡1627（成東老人福祉センター内）
電話 ： 0475（82）7102　FAX ： 0475（82）7318
Eメール ： sammushakyo@etude.ocn.ne.jp
ホームページアドレス ： http://sammushakyo.sakura.ne.jp

人
口
動
向

市の人口

男
女

５２,７７２人
２６,４７２人
２６,３００人

男
女

１７,１１７人
７,７９３人
９,３２４人

65歳以上

平成２９年１２月1日現在

高齢化率

（前回より1％増）
32.4％

成東会場	:	成東老人福祉センター（白幡1627）　松尾会場	:	松尾IT保健福祉センター（松尾町五反田3012）
山武会場	:	山武福祉センター（埴谷1868-14）　	蓮沼会場	:	蓮沼保健センター（蓮沼ハ233）

　向う３カ月のお天気は晴れの日が多い。
気象庁によりますと、平年の東京の晴れの
日数は12月が22.5日，１月が22.9日となっ
ていて、気象庁の担当者は例年どおりの晴

れが多くなる見込みで、空気が乾燥するの
で、火災や体調管理などに注意をしてほし
いと話していました。風邪をひかないよう
に頑張りましょう。	（広報委員　宮野栄一）

千葉県委託事業
一般社団法人　千葉県介護福祉士会

平成29年度
介護予防・生活支援サービス担い手養成研修

（生活支援ヘルパー）
　お隣さんや一本裏に暮らしている一人暮らしや高齢者の御夫
婦の方、地域には、こうした日頃の生活のちょっとした手助け
が必要な方がいます。これまでの、ホームヘルプやデイサービ
スだけでなく、買い物や掃除などの生活支援サービスを地域の
皆さんで作り、これらの方々を支えていきましょう。
　一般社団法人　千葉県介護福祉士会は、介護の基本的知識・
技術を持って地域を支える生活支援サービスの担い手を要請す
る研修を下記のとおり開催します。
　「快互（かいご・お互いにこころよい）」を実践する生活支援ヘ
ルパーとして活躍してみたい方はぜひご参加ください。
※本研修は、介護予防・生活支援サービス事業のＡ類型（緩和型サービス）
の担い手の養成を想定していますが、本研修の修了者をＡ類型の担い
手と認定するかは市町村の判断になります。

主　　催：千葉県
運　　営：一般社団法人　千葉県介護福祉士会
開催場所：山武市役所　車庫棟　第７・８会議室
　　　　　山武市殿台296
日　　時：平成30年１月27日（土）・平成30年１月28日（日）
内　　容：

参 加 費：無料　　　定員：40名
申込先・お問合せ : 一般社団法人 千葉県介護福祉士会
〒260-0026 千葉市中央区千葉港4-3 千葉県社会福祉センター3階

TEL 043-248-1451    FAX 043-248-1515

　　平成29年度　笑って学べる
　　　　　誰でもわかる成年後見早わかり講座
　県民や福祉関係者を対象に、お笑い芸人のトークや弁護士によ
る解説を通して、分かりやすく成年後見制度の概要や職務を伝え、
制度の利用促進や周知を図ります。
◆日　時　平成30年２月25日（日）13時～16時
◆会　場　千葉県経営者会館6階大ホール
◆定　員　200名（申込先着順）
◆申　込　申込書をFAX又は E-mail で送信
◆締　切　平成30年２月15日（木）必着
◆参加費　無料
◆申込・問合せ先
〒260-8508　千葉市中央区千葉港4-3　千葉県後見支援センター
TEL 043（204）6012　FAX043（204）6013
E-mail : smile@chibakenshakyo.com

　深刻化する子どもの貧困問題に焦点をあて、子どもを

応援する活動を広げるためのイベントを開催します。
１．イベント名　「広がれ、子ども応援の輪 !」
２．内　　　容　①板垣淑子氏（NHK 名古屋放送局
　　　　　　　　　報道番組チーフ・プロデューサー）による講演
　　　　　　　　②未来につながるリレートーク
　　　　　　　　　（子どもを応援する様 な々取組みをリレー方式で
　　　　　　　　　報告）
３．開　催　日　平成30年１月27日㈯午後１時15分～午後４時30分
４．会　　　場　船橋市中央公民館６階講堂（船橋市本町２-２- ５）
５．対　象　者　一般県民　６．定員　250人　７．参加費　無料
８．申 込 方 法　氏名、電話番号を記載し、平成30年１月19日㈮
　　　　　　　  までに郵送・FAX・電子メール等でお申し込みくだ
　　　　　　　  さい。
９．申込先・問合せ先
　「広がれ、子ども応援の輪！」実行委員会事務局
　千葉県社会福祉協議会　地域福祉推進班内（担当：山口・川上）
　〒260-8508　千葉市中央区千葉港４－３
　TEL 043-245-1102/FAX 043-244-5201
　E-mail : yamaguchi@chibakenshakyo.com

1 日目

９：３０～１０：３０ 介護を取り巻く状況と介護保険制度
１０：３５～１１：３５ 高齢者の特徴と対応
１２：２０～１３：４０ 認知症の理解
１３：５０～１５：２０ コミュニケーションの技法と実際
１５：３０～１６：５０ 私たちが今、地域でできること

2日目
９：３０～１２：４０ 対人援助の心構えと接遇、家事支援
１３：２５～１４：２５ 緊急時の対応
１４：３５～１６：５０ 生活支援技術


